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組織学的に未検で黄色腫細胞を証明していないが一
応 Hand-Schuller-Christian氏病と診断し， 之に
コーチゾン，デキサメサゾンを使用して骨欠損部の
減少を来した一例を報告。なお，その後の経過を現
在観察中である。 
33) 小児に於ける白血球貧喰能の測定に就て
椿 英_， 0土屋与之，永島敬士
(中央鉄道〉
上原すず子(千葉大)
中性噌好白血球の炭末貧喰能を測定し，成人では
高値を示すが，学童幼児期，・乳児期と年令の小なる
に従って低値を示す傾向を認めた。未熟児の貧喰能
は最も低い。ネフローゼ症候群， リウマチ熱では貧
喰度の低下傾向を認めるが，貧喰率には著変を見な
い。副腎皮質ステロイドの投与は比較的速かに貧喰
能の低下を来し，其投与量及び投与期間の大なる程
貧喰能の抑制が強度の様に思われた。乙の事は副腎
皮質ステロイドによる感染症の誘発乃至増悪の危険
性を示唆する。次に網内系機能賦活作用を有するコ
リンの白血球貧喰能に及ぼす影響を臨床例につい
て観察し，副腎皮質ステロイド投与時コリンを併用
すると貧喰能の抑制が相当予防される乙とを認め
た。未熟児に対するコリンの適用も貧喰能の上昇傾
向を見たが， 更に例数を重ねて検討し度い。最近
Karnovsky (1961) (こより白血球の貧喰機転l乙於け
る燐脂質代謝の重要性が認められたが，燐脂質代謝
を促進する作用を有するコリンの貧喰現象に於ける
役割は極めて興味深い。 
34) 神経症的症状と夜尿の関係に就て
。石橋 祝，布川武男，中塚博勝
(保田児童福祉園) 
近年小児の神経症に就ても関心が高まり，色々論
議されている。当虚弱児施設に於て夜尿の背景をな
す精神的・身体的症状に就て調査し観察した。
24名の夜尿児は夜尿の他lと二，三の神経症的症状
を伴っている。腹痛，チック，指しゃぶり，異噌，
夜驚，自演，府痛，幼児語，吃音等が認められ，夜
尿のみのものはいない。従って夜尿は神経症症状群
の一面にすぎないと思われる。
神経症傾向児童は 39名 (50;6%)で年少児に多く
5--6才で  91.7%，7 ~9才は 73.7%である。男児
は 30名 (68.2%) で女児 (9名:27.3%)の2.5倍
である。出身別では 5才前(幼児期)より施設にい
たものが非常に多い。
神経症傾向児童の知能  (WISC)の発達は遅滞し
ている傾向にあり，特に年少児lζ著しい。 WISCの 
Discrepancy Graph ~乙て知能構造は動作性優位の
傾向がみられる。ロールシヤッハテストの結果から
ノTー ソナリテイに就てみると情緒の発達が未成熟で
あり，対人関係l乙不安をもちやすく他人との情緒的
接触に臆病である。適応性は一般に低く， ζのこと
は交友関係調査によって社会的地位が低いというこ
とからも裏付けられる。 
35) 原ヂアスターゼ測定成績
(小児急性騨臓炎の検索〉
神田勝夫，中田益先(君津病院)
健康児の尿ヂアスターゼ値  (Wohlgemuth法)
は乳児 O~8 単位， 幼児・学童 4~32単位であっ
たb諸疾患  54例の尿ヂ値で高値を示したものは流
行性耳下腺炎 (7/11例〉及び腎炎 (3/8例，発病初
期の例〉に認めた。上腹部痛を訴える患者  22例の
尿ヂ値は 4~ 128単位で，高値を示したものが 8例
あった。 乙れら 22名のうち経過を観察し， 急性醇
臓炎と診断し得た患者は 9例あった。乙の患児の尿
ヂ値は病日と関係あり，発病初期 (2~3 病日)の
み高値を示し， 8病日以後は正常範囲にある。従つ
て急性醇臓炎の診断には尿ヂ値を早期かつ屡々測定 
する必要がある。
36) 舞踏病様運動を呈せる脳海綿状血管腫の 1剖
検例
。有益 忍(千葉市)
山本洋三(千葉大)
患児  O崎O子，昭和 24年 9月2日生。
昭和 30年 6月， 全身の舞踏病運動特に右上肢異
常運動，顔面の異常運動を主訴として千葉大小児科
外来を訪れ，小舞踏病の診断の下に種々治療をうけ
約 1ヵ月比て軽快退院，その後特別の事なく約 3年 
後再び上記症状を訴えて小児科外来に来院し， ζの
頃より頭痛，幅吐，悪心を訴え始めた。叉皮質性運
動失語症を呈すも治療により軽快し通学して居?こ
が， 昭和  34年 8月再び上記症状現われ特に幅吐，
偏頭痛著明となり，当医院に来院，脳腫蕩を疑い再
び千葉大小児科に入院，精密検査の結果脳海綿状血 
管腫と診断され，コバルト療法開始。一時症状軽快
するも，再び増悪し，その後家庭事情により退院し
当院にて往診す。 12月 30日に急性肺炎症状を呈し
第 5号 第 372回千葉医学会分科会，第 60回日本小児科学会千葉地方会総会 -305-
死亡。剖検の結果血管腫は認められず， 現在の所 
Cong. Arterio-venous Malformationと考えるの
が妥当の様である。
37) テトラサイクリン耐性大腸菌による膿原症に
就て
。橋本五郎，旦尾雅子(群馬中央〉
近年種々の抗生物質の登場lとより膿尿症の治療も
比較的簡単になり，小児の発熱を来す疾患としては
軽視される恐れがある。我々は最近 C.P.及び T. 
C.を長期間投与されるも解熱せず， 不明熱性疾患
として，当科に入院し， リウマチ熱を思わせる臨床
像を呈するも，ストマイ注射等による膿尿症の改善 
Iとより軽快治癒した症例lζ遭遇したので，抗生物質
の選択にも注意し，膿尿症も軽視出来ぬことを痛感
した。 
38) 蛋白同化合成ステロイド及びローヤルゼリー
使用成績
。中島春美，小松幹司，田端千枝子
(交成病院)
使用症例は，乳児，幼児，学童，夫々 35，22，14 
例，計 71例で， 内， ノjレアンドロステノロン(デ
ユラボリン)21例，ノ Jレエタンドロ・ン(ナイレバ
ール)13例， H.M.D.(アナドローJレ)10例， メ
チルアンドロスタノロン(マクロビン)21例， ロー
ヤノレゼ、リー(ローゼリー) 6例である。
合成ステロイドでは，殆んどの症例に食欲増進を
認め，当該年令に於る標準体重増加を上廻り，症例
によっては 15---20倍にも達したものを認めた。そ
の成績は薬剤の種類，方法(内服及び注射)を間わ
ず，大凡同一傾向を示す様である。即ち，乳児期で
は早期に体重増加傾向が止り，体重増加率低く，幼 
児，学童期では割合長期に亘り体重増加傾向を示
し，体重増加率が高く，性別，生下時体重，薬剤使
用開始時の体重と体重増加傾向の聞に差異を認め
ず，有効期間は 3---6週間位であるが，薬剤投与中
止後， 2カ月以上間隔を置いて再投与したり，他種
薬剤に換えても体重増加傾向が見られ，或る一定の
有効量以上の投与は無意味で，薬剤投与中止後 2---
3週間位は体重増加を見るも， 6カ月--1年位先で 
は叉「やせjが目立つものが多い様である。副作用
としては， 女児 1例にクリトクスの肥大 (H.M. 
D.)，母親の訴えとして，男児 1例にぺニスの肥大，
ぺニスを気にしていぢる(メチルアンドロスタノロ
ン〉のみで，多数に認むべき所見がなかった。
ロ{ヤルゼリーでは，症例数が少し判然としな
いが，略々合成ステロイドに準ずる様に思われる。
猶，血液像，血清蛋白像及ぴ‘血清電解質K就き検索 
したが，この範囲内では，増血作用判然とせず，白
血球増加があるゃに思われた。
質問中島博徳(千葉大〉
体重測定の外に身長及ぴ‘骨年令lζ対する効果は如
何でせうか。
答中島春美(交成病院) 
Anabolic Steroidの身長に及ぼす影響は， 当然
考えられるが，計測例の少い事と，特に乳児に於い
て， 3---6週間の期聞に，その差を測りとる事が，
困難な事でもあり，今回は何とも云えない。 
39) 発育痛について
小林貞夫(厚生年金)
昭 35--36年に所調 Wachstumsschmerzenと
思われる 15例を経験した。其間の外来患者数 5，600
例の約 0.3% K相当する。
広痛は夕方から夜に起り，激しい場合には泣いて
眠れず，或は破行し，時には起立不能になる例もあ
った。広痛部位は膝関節，股関節，足関節が大部分
で，少数に肩，手，腰の痛みを訴えるものがあっ
た。 Wachstums-fieberは1例もみられなかった。
年令は 3---6才と， 9 --12才に多く，幼児期には
男児が，叉，前思春期lζは女児が多い様であった。
所謂疫痢年令の男児に多く，叉，所謂 O.D. (起立
性調節障害)年令とも云える女児K多い， というこ
とは注目すべきである。
多くは 2---3日から 1週間以内に症状が消退した
が，約 3週間に亘って広痛が出没せる例もみられ
こ。7
40) 先天性横隔膜へルニヤの 1手術治験例
。岩沢敬，横山宏
(山梨県立小児科〉
飯田文良，大橋 尚
(向上外科〉
生後 24日自の先天性仮性左側横隔膜へJレニヤの 
1手術治験例を報告し，本邦文献に就いて若干の考
察を試みた。本例は本邦に於ける 3番目に若い例と
思う。 Bochdalek裂孔l乙相当する位置に約鶏卵大 
の欠損孔があり，之より小腸の大部が脱出してい
た。主訴:呼吸促迫及び発作性チアノーゼ。
